
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

更科・千早　（さらしな・ちはや）

ハヌマーン
ハヌマーン

UGNチルドレンA

16歳

忘却

結社の一員

殺戮

汚れ仕事

暗殺者

女

43

UGNチルドレン早乙女・燐

2
2
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

3
2
2
2

28
21
21
26
52

2 1
1

UGN 1

【100↓】エアロドライブ
【100↑】エアロドライブ

白兵
白兵

3r
3r

0
0

20
25

使う毎にHP-5
使う毎にHP-5

UGNボディアーマー 8 【シナリオ内購入】

8 0

神速の担い手（スピードスター）
【固定】早乙女・燐
【固定】結社員

鹿屋　桜
ミッドナイト
天霧　凛音

親近感
連帯感
尽力
憧憬

好奇心

嫉妬
不信感
嫌気

不快感
隔意

コネ：情報屋
コネ：UGN幹部

コネ：要人への貸し
コネ：手配師

携帯

4

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ハヌマーン

スピードスター

一迅の風

一閃

エアロドライブ

先手必勝

電光石火

疾風迅雷

真偽感知

蝙蝠の耳

★

0

2

1

2

1

4

5

3

1

1

1

-

1d10

2

3

基本4

2

2

基本4

3

3

2

オート

気絶時

メジャー

セットアップ

常時

メジャー

マイナー

常時

メジャー/リアクション

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

武器

至近

至近

視界

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

単体

自身

自動

自動

自動

自動

対決

自動

自動

対決

自動

自動

-

↓100

Dロイス

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

〈シンドローム〉ｃ-Lv（下限7）

ラウンド中ダメージ+【行動値】。リアクション不可、シーン1回

移動後攻撃力+Lv*2。侵蝕×

〈白兵〉全力移動後、攻撃。離脱不可

シーン素手変更。使用時HP-5。　種別：白兵　技能：〈白兵〉　命中：-2　攻撃力：+Lv*5　ガード値：0　射程：至近

【行動値】+Lv*3。侵蝕×

【肉体】/【感覚】ダイス+Lv+1個。HP-1ｄ

〈シンドローム〉ドッジ不可攻撃。シナリオLv回

相手の声音から嘘をついているかいないかがわかる。GMは〈RC〉判定してもよい

自身の聴覚領域を拡大する。GMは〈知覚〉判定をしてもよい

「……あなたのこと、そんなに知らないけど」
彼女は微笑み返しつつ、クラウチングスタートと言われる体制のように、ぐぐっと体を縮める。
「命令だし、私もそうしたいと思ったから」
ぐっと足に力が入るのがわかる。彼女の周りを風が踊る。
「……殺すね」
そう告げられたのは既に耳元。瞬きするよりもなお早く、彼の首は宙を舞った。

アホ毛がぴょんと生えた赤茶色の髪を緩く2つ縛り。
緑に近い青緑色の瞳はおどけたような、純粋そうな瞳。
服は、何処かの軍隊みたいな、黒に金色の飾りが入った服。ケープにミニスカにロングブーツ。短い手袋もおまけに着けて。
年相応の幼さの残った顔だが、やってる仕事のメインは暗殺、殲滅、抹殺……ようは殺しである。
命令があれば、誰であっても殺すし、躊躇もしない。友人でも家族でも、裏切者ならなお殺す。
普段はニコニコとしてる普通の少女。殺しに関しては楽しいとは思ってるけど、それ以上でも以下でもないらしい。
所属はUGN本部第４課所属。本人は確かたぶん、っと覚えてない。

以前に"空売り師(ペーパードライバー)"ミッドナイト（https://charasheet.vampire-blood.net/2363859?pass=omad）の所属組織を壊滅する依頼にも入っ
ていた。かなりの数を殺したらしく、本人も楽しかったと言っている。何を殺したかは言わない。
「なんで、一人残さないとなんだろ、殺していいなら、殺したいのに。許されなくてもいいし、許してくれなくていいし、でも、殺していい？（にこっ」

おまけとしては、やや歩くのが遅い。
両親は、いつの頃だったからに自身で殺した、と。それが命令で正しいことだったから。
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